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1．概要

本計算書は，Ⅵ-2-別添 7-1「安全対策工事に伴う掘削前の状態における耐震計算の方針」に

示すとおり，安全対策工事に伴う掘削前の状態において，格納容器フィルタベント系の管，支

持構造物及び弁が設計用地震力に対して十分な構造強度を有し，動的機能を維持できることを

説明するものである。 

2．掘削後の条件との比較 

  格納容器フィルタベント系の管，支持構造物及び弁については，Ⅵ-2-9-4-7-1-1「管の耐震

性についての計算書（格納容器フィルタベントベント系）」（以下「掘削後計算書」という。）に

て，掘削後の耐震計算結果を示しているため，当該計算書にて評価している耐震条件と，掘削

前の耐震条件の比較を行う。比較結果のうち，震度の比較を表 2－1に，設計用床応答スペクト

ルの比較を図 2－1に示す。なお，設計用床応答スペクトルは代表で減衰 2.0%のものを示す。

表 2－1 耐震条件比較結果 

耐震条件 

掘削後計算書

に記載の耐震

条件 

掘削前の 

耐震条件 
包絡性 備考 

構 造 強

度評価 

動的震度（NS） 1.82 2.80 × 

動的震度（EW） 2.52 1.87 〇 

動的震度（鉛直） 3.70 2.08 〇 

図 2－1 設計用床応答スペクトルの比較（１/３） 
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図 2－1 設計用床応答スペクトルの比較（２/３） 

図 2－1 設計用床応答スペクトルの比較（３/３） 
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上記のとおり，掘削後計算書に記載の耐震条件が掘削前の耐震条件を包絡していないことを

確認したため掘削前の耐震条件に対し，耐震性を有することを確認する。 

3．概略系統図及び鳥瞰図 

概略系統図及び鳥瞰図については，掘削後計算書から変更がないため，記載を省略する。 

4．計算条件 

計算条件については，掘削後計算書から変更がないため，記載を省略する。 
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5. 解析結果及び評価

 5.1　固有周期及び設計震度

鳥  瞰  図　FCVS-R-1

応答鉛直

震度
＊2

Ｘ方向 Ｚ方向 Ｙ方向

  1 次

  2 次

注記＊1：固有周期が0.050ｓ以上のモードを示す。0.020ｓ以上0.050ｓ未満のモードに対し

ては，最大応答加速度又はこれを上回る震度を適用する。なお，１次固有周期が

0.050s未満である場合は，１次モードのみを示す。

　  ＊2：設計用床応答スペクトルⅡ(基準地震動Ｓｓ)により得られる震度

　  ＊3：設計用震度Ⅱ(基準地震動Ｓｓ)

　  ＊4：最大応答加速度を1.2倍した震度
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適用する地震動等 基準地震動Ｓｓ
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　　各モードに対応する刺激係数

鳥  瞰  図　FCVS-R-1

Ｘ方向 Ｙ方向 Ｚ方向

  1 次

  2 次

注記＊：モード質量を正規化するモードベクトルを用いる。
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  振動モード図は，３次モードまでを代表とし，各質点の変位の相対量・方向を破線で図

示し，次頁以降に示す。

代表的振動モード図
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固有周期及び設計震度

鳥  瞰  図　FCVS-F-6

応答鉛直

震度
＊2

Ｘ方向 Ｚ方向 Ｙ方向

  1 次

  2 次

  3 次

  4 次

  5 次

  6 次

  7 次

  8 次

 13 次

注記＊1：固有周期が0.050ｓ以上のモードを示す。0.020ｓ以上0.050ｓ未満のモードに対し

ては，最大応答加速度又はこれを上回る震度を適用する。なお，１次固有周期が

0.050s未満である場合は，１次モードのみを示す。

　  ＊2：設計用床応答スペクトルⅠ(基準地震動Ｓｓ)を上回る設計用床応答スペクトルに

より得られる震度

　  ＊3：設計用震度Ⅰ(基準地震動Ｓｓ)を上回る設計震度

　  ＊4：最大応答加速度を1.2倍した震度
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　　各モードに対応する刺激係数

鳥  瞰  図　FCVS-F-6

Ｘ方向 Ｙ方向 Ｚ方向

  1 次

  2 次

  3 次

  4 次

  5 次

  6 次

  7 次

  8 次

 13 次

注記＊：モード質量を正規化するモードベクトルを用いる。
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  振動モード図は，３次モードまでを代表とし，各質点の変位の相対量・方向を破線で図

示し，次頁以降に示す。

代表的振動モード図
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持

構
造

 
物

の
耐

震
計

算
に

 
つ

い
て

」
参

照

―
―

―

2
9

4
5

―

2
8

5
4

―

1
2
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 Ⅵ
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5
.
2
.
3
　

弁
の

動
的

機
能

維
持

の
評

価
結

果

下
表

に
示

す
と

お
り

水
平

及
び

鉛
直

方
向

の
機

能
維

持
評

価
用

加
速

度
が

機
能

確
認

済
加

速
度

以
下

又
は

水
平

及
び

鉛
直

方
向

を
合

成
し

た
機

能
維

持

評
価

用
加

速
度

が
動

作
機

能
確

認
済

加
速

度
以

下
か

つ
計

算
応

力
が

許
容

応
力

以
下

で
あ

る
。

水
平

鉛
直

合
成

＊
3
，

＊
4

水
平

鉛
直

水
平

鉛
直

評
価

部
位

応
力

分
類

計
算

応
力

許
容

応
力

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

注
記

＊
1
：

弁
に

要
求

さ
れ

る
機

能
に

応
じ

て
以

下
を

記
載

す
る

。
α

（
Ｓ

ｓ
）

：
基

準
地

震
動

Ｓ
ｓ

，
弾

性
設

計
用

地
震

動
Ｓ

ｄ
時

に
動

的
機

能
が

要
求

さ
れ

る
も

の
β

（
Ｓ

ｓ
）

：
基

準
地

震
動

Ｓ
ｓ

，
弾

性
設

計
用

地
震

動
Ｓ

ｄ
後

に
動

的
機

能
が

要
求

さ
れ

る
も

の
　

　
＊

2
：

水
平

又
は

鉛
直

方
向

の
機

能
維

持
評

価
用

加
速

度
が

機
能

確
認

済
加

速
度

を
超

過
す

る
場

合
は

詳
細

評
価

を
実

施
し

，
水

平
及

び
鉛

直
方

向
を

合
成

し
た

機
能

維
持

評
価

用
加

速
度

が
動

作
機

能
確

認
済

加
速

度
の

最
小

値
以

下
か

つ
計

算
応

力
が

許
容

応
力

以
下

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
＊

3
：

詳
細

評
価

を
実

施
し

な
い

場
合

は
「

―
」

と
記

載
す

る
。

＊
4
：

水
平

及
び

鉛
直

方
向

の
機

能
維

持
評

価
用

加
速

度
を

ベ
ク

ト
ル

和
に

よ
り

合
成

し
た

値
で

あ
り

，
詳

細
評

価
を

実
施

す
る

場
合

に
使

用
す

る
。

詳
細

評
価

＊
2
，

＊
3

動
作
機

能
確

認
済

加
速

度

(
×

9.
8
m
/
s
2
)

構
造

強
度

評
価

結
果

(
M
P
a
)

弁
番

号
形

式
要

求

機
能

＊
1

機
能

維
持

評
価

用
加

速
度

(
×
9
.
8
m
/
s
2
)

機
能

確
認

済
加

速
度

(
×
9
.
8
m
/
s
2
)
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 Ⅵ
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-
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代
表

モ
デ

ル
は

各
モ

デ
ル

の
最

大
応

力
点

の
応

力
と

裕
度

を
算

出
し

，
応

力
分

類
ご

と
に

裕
度

最
小

の
モ

デ
ル

を
選

定
し

て
鳥

瞰

図
，

計
算

条
件

及
び

評
価

結
果

を
記

載
し

て
い

る
。

下
表

に
，

代
表

モ
デ

ル
の

選
定

結
果

及
び

全
モ
デ

ル
の

評
価

結
果

を
示

す
。

重
大

事
故

等
ク

ラ
ス

２
管

評
価

点
計

算
応

力
(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

裕
度

代 表
評

価
点

計
算

応
力

(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

裕
度

疲
労

累
積

係
数

代 表

1
 
F
C
V
S
-
R
-
1

 
 
6
5

1
4
7

3
6
3

2
.
4
6

○
 
 
6
5

2
5
7

4
1
4

1
.
6
1

―
－

2
 
F
C
V
S
-
R
-
2

 
 
 
2

8
1

3
6
3

4
.
4
8

－
 
 
 
3

1
3
2

4
1
4

3
.
1
3

―
－

3
 
F
C
V
S
-
R
-
3

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

1
5

4
1
4

2
7
.
6
0

―
－

4
 
F
C
V
S
-
R
-
4

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

1
6

4
1
4

2
5
.
8
7

―
－

5
 
F
C
V
S
-
R
-
5

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

2
2

4
1
4

1
8
.
8
1

―
－

6
 
F
C
V
S
-
R
-
6

 
1
2
A

2
1

3
6
3

1
7
.
2
8

－
 
1
2
A

3
0

4
1
4

1
3
.
8
0

―
－

7
 
F
C
V
S
-
R
-
7

 
3
0
1

5
4

3
6
3

6
.
7
2

－
 
3
0
1

9
4

4
1
4

4
.
4
0

―
－

8
 
F
C
V
S
-
R
-
8

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

1
5

4
1
4

2
7
.
6
0

―
－

9
 
F
C
V
S
-
R
-
9

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

1
6

4
1
4

2
5
.
8
7

―
－

1
0

 
F
C
V
S
-
R
-
1
0

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

22
4
1
4

1
8
.
8
1

―
－

1
1

 
F
C
V
S
-
R
-
1
1

 
1
2
A

2
1

3
6
3

1
7
.
2
8

－
 
1
2
A

30
4
1
4

1
3
.
8
0

―
－

1
2

 
F
C
V
S
-
R
-
1
2

 
3
0
1

5
4

3
6
3

6
.
7
2

－
 
3
0
1

94
4
1
4

4
.
4
0

―
－

1
3

 
F
C
V
S
-
R
-
1
3

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

15
4
1
4

2
7
.
6
0

―
－

1
4

 
F
C
V
S
-
R
-
1
4

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

16
4
1
4

2
5
.
8
7

―
－

1
5

 
F
C
V
S
-
R
-
1
5

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

22
4
1
4

1
8
.
8
1

―
－

 
5
.
2
.
4
　

代
表

モ
デ

ル
の

選
定

結
果

及
び

全
モ

デ
ル

の
評

価
結

果

N
o

鳥
瞰

図
番

号

許
容

応
力

状
態

Ⅳ
Ａ
Ｓ

一
次

応
力

評
価

一
次

＋
二

次
応

力
評

価

S2
 補

 Ⅵ
-2
-別

添
   

 �
7
-
2
-
1
6
 R

0
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代
表

モ
デ

ル
は

各
モ

デ
ル

の
最

大
応

力
点

の
応

力
と

裕
度

を
算

出
し

，
応

力
分

類
ご

と
に

裕
度

最
小

の
モ

デ
ル

を
選

定
し

て
鳥

瞰

図
，

計
算

条
件

及
び

評
価

結
果

を
記

載
し

て
い

る
。

下
表

に
，

代
表

モ
デ

ル
の

選
定

結
果

及
び

全
モ
デ

ル
の

評
価

結
果

を
示

す
。

重
大

事
故

等
ク

ラ
ス

２
管

評
価

点
計

算
応

力
(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

裕
度

代 表
評

価
点

計
算

応
力

(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

裕
度

疲
労

累
積

係
数

代 表

1
6

 
F
C
V
S
-
R
-
1
6

 
1
2
A

2
1

3
6
3

1
7
.
2
8

－
 
1
2
A

30
4
1
4

1
3
.
8
0

―
－

1
7

 
F
C
V
S
-
R
-
1
7

 
3
0
1

5
4

3
6
3

6
.
7
2

－
 
3
0
1

94
4
1
4

4
.
4
0

―
－

1
8

 
F
C
V
S
-
R
-
1
8

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

15
4
1
4

2
7
.
6
0

―
－

1
9

 
F
C
V
S
-
R
-
1
9

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

16
4
1
4

2
5
.
8
7

―
－

2
0

 
F
C
V
S
-
R
-
2
0

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

22
4
1
4

1
8
.
8
1

―
－

2
1

 
F
C
V
S
-
R
-
2
1

 
1
2
A

2
1

3
6
3

1
7
.
2
8

－
 
1
2
A

30
4
1
4

1
3
.
8
0

―
－

2
2

 
F
C
V
S
-
R
-
2
2

 
3
0
1

5
4

3
6
3

6
.
7
2

－
 
3
0
1

94
4
1
4

4
.
4
0

―
－

2
3

 
F
C
V
S
-
R
-
1
S
P

 
 
4
5

7
7

3
6
6

4
.
7
5

－
 
 
4
5

1
46

4
6
2

3
.
1
6

―
－

2
4

 
F
C
V
S
-
R
-
2
S
P

 
5
4
W

1
2
8

3
6
6

2
.
8
5

－
 
5
4
W

2
72

4
6
2

1
.
6
9

―
－

2
5

 
F
C
V
S
-
R
-
3
S
P

 
 
1
A

1
2
4

3
6
6

2
.
9
5

－
 
 
1
A

2
4
1

4
6
2

1
.
9
1

―
－

2
6

 
F
C
V
S
-
R
-
4
S
P

 
4
3
W

1
3
6

3
6
6

2
.
6
9

－
 
4
3
W

2
63

4
6
2

1
.
7
5

―
－

2
7

 
F
C
V
S
-
R
-
5
S
P

 
2
7
W

1
1
3

3
6
6

3
.
2
3

－
 
6
4
W

2
4
4

4
6
2

1
.
8
9

―
－

2
8

 
F
C
V
S
-
R
-
1
1
S
P

 
 
4
8

7
8

3
6
6

4
.
6
9

－
 
 
4
8

1
44

4
6
2

3
.
2
0

―
－

2
9

 
F
C
V
S
-
R
-
1
2
S
P

1
9
1
W

1
3
2

3
6
6

2
.
7
7

－
2
3
4
A

2
5
1

4
6
2

1
.
8
4

―
－

3
0

 
S
G
T
-
R
-
1

1
1
5
5

7
6

3
6
3

4
.
7
7

－
1
1
5
5

1
04

4
1
4

3
.
9
8

―
－

代
表

モ
デ

ル
の

選
定

結
果

及
び

全
モ

デ
ル

の
評

価
結

果

N
o

鳥
瞰

図
番

号

許
容

応
力

状
態

Ⅳ
Ａ
Ｓ

一
次

応
力

評
価

一
次

＋
二

次
応

力
評

価

S2
 補

 Ⅵ
-2
-別

添
   

 �
7
-
2
-
1
6
 R

0
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代
表

モ
デ

ル
は

各
モ

デ
ル

の
最

大
応

力
点

の
応

力
と

裕
度

を
算

出
し

，
応

力
分

類
ご

と
に

裕
度

最
小

の
モ

デ
ル

を
選

定
し

て
鳥

瞰

図
，

計
算

条
件

及
び

評
価

結
果

を
記

載
し

て
い

る
。

下
表

に
，

代
表

モ
デ

ル
の

選
定

結
果

及
び

全
モ
デ

ル
の

評
価

結
果

を
示

す
。

重
大

事
故

等
ク

ラ
ス

２
管

評
価

点
計

算
応

力
(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

裕
度

代 表
評

価
点

計
算

応
力

(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

裕
度

疲
労

累
積

係
数

代 表

3
1

 
S
G
T
-
R
-
6

 
4
2
4

1
1
6

3
6
3

3
.
1
2

－
 
4
2
4

1
70

4
1
4

2
.
4
3

―
－

3
2

 
F
C
V
S
-
F
-
1

 
 
6
6

8
6

3
6
6

4
.
2
5

－
 
 
4
0

1
38

4
1
4

3
.
0
0

―
－

3
3

 
F
C
V
S
-
F
-
2

 
 
3
9

9
5

3
6
1

3
.
8
0

－
 
 
3
9

1
50

2
8
8

1
.
9
2

―
－

3
4

 
F
C
V
S
-
F
-
3

 
 
4
1

5
9

3
6
1

6
.
1
1

－
 
 
4
1

95
2
8
8

3
.
0
3

―
－

3
5

 
F
C
V
S
-
F
-
4

 
 
6
6

8
1

3
6
1

4
.
4
5

－
 
 
6
6

1
20

2
8
8

2
.
4
0

―
－

3
6

 
F
C
V
S
-
F
-
5

 
 
3
4

7
7

3
6
1

4
.
6
8

－
 
 
3
4

1
34

2
8
8

2
.
1
4

―
－

3
7

 
F
C
V
S
-
F
-
6

2
7
0
N

1
1
4

3
6
1

3
.
1
6

－
2
7
0
N

2
19

2
8
8

1
.
3
1

―
○

3
8

 
F
C
V
S
-
F
-
5
S
P

 
1
0
2

6
0

3
6
3

6
.
0
5

－
 
1
0
2

1
85

4
1
4

2
.
2
3

―
－

3
9

 
F
C
V
S
-
F
-
6
S
P

 
1
0
2

1
1
0

3
6
3

3
.
3
0

－
 
1
0
2

2
85

4
1
4

1
.
4
5

―
－

4
0

 
F
C
V
S
-
F
-
7
S
P

 
 
1
4

3
2

4
3
1

1
3
.
4
6

－
 
1
0
2

1
90

4
1
4

2
.
1
7

―
－

4
1

 
F
C
V
S
-
F
-
8
S
P

 
2
7
W

2
4

4
3
1

1
7
.
9
5

－
 
1
0
2

2
69

4
1
4

1
.
5
3

―
－

4
2

 
F
C
V
S
-
F
-
9
S
P

 
1
0
2

1
2
5

3
6
3

2
.
9
0

－
 
1
0
2

2
22

4
1
4

1
.
8
6

―
－

代
表

モ
デ

ル
の

選
定

結
果

及
び

全
モ

デ
ル

の
評

価
結

果

N
o

鳥
瞰

図
番

号

許
容

応
力

状
態

Ⅳ
Ａ
Ｓ

一
次

応
力

評
価

一
次

＋
二

次
応

力
評

価

S2
 補

 Ⅵ
-2
-別

添
   

 �
7
-
2
-
1
6
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0
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代
表

モ
デ

ル
は

各
モ

デ
ル

の
最

大
応

力
点

の
応

力
と

裕
度

を
算

出
し

，
応

力
分

類
ご

と
に

裕
度

最
小

の
モ

デ
ル

を
選

定
し

て
鳥

瞰

図
，

計
算

条
件

及
び

評
価

結
果

を
記

載
し

て
い

る
。

下
表

に
，

代
表

モ
デ

ル
の

選
定

結
果

及
び

全
モ
デ

ル
の

評
価

結
果

を
示

す
。

重
大

事
故

等
ク

ラ
ス

２
管

評
価

点
計

算
応

力
(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

裕
度

代 表
評

価
点

計
算

応
力

(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

裕
度

疲
労

累
積

係
数

代 表

1
 
F
C
V
S
-
R
-
1

 
 
6
5

1
4
7

3
6
3

2
.
4
6

○
 
 
6
5

2
5
7

4
1
4

1
.
6
1

―
－

2
 
F
C
V
S
-
R
-
2

 
 
 
2

8
1

3
6
3

4
.
4
8

－
 
 
 
3

1
3
2

4
1
4

3
.
1
3

―
－

3
 
F
C
V
S
-
R
-
3

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

1
5

4
1
4

2
7
.
6
0

―
－

4
 
F
C
V
S
-
R
-
4

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

1
6

4
1
4

2
5
.
8
7

―
－

5
 
F
C
V
S
-
R
-
5

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

2
2

4
1
4

1
8
.
8
1

―
－

6
 
F
C
V
S
-
R
-
6

 
1
2
A

2
1

3
6
3

1
7
.
2
8

－
 
1
2
A

3
0

4
1
4

1
3
.
8
0

―
－

7
 
F
C
V
S
-
R
-
7

 
3
0
1

5
4

3
6
3

6
.
7
2

－
 
3
0
1

9
4

4
1
4

4
.
4
0

―
－

8
 
F
C
V
S
-
R
-
8

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

1
5

4
1
4

2
7
.
6
0

―
－

9
 
F
C
V
S
-
R
-
9

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

1
6

4
1
4

2
5
.
8
7

―
－

1
0

 
F
C
V
S
-
R
-
1
0

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

22
4
1
4

1
8
.
8
1

―
－

1
1

 
F
C
V
S
-
R
-
1
1

 
1
2
A

2
1

3
6
3

1
7
.
2
8

－
 
1
2
A

30
4
1
4

1
3
.
8
0

―
－

1
2

 
F
C
V
S
-
R
-
1
2

 
3
0
1

5
4

3
6
3

6
.
7
2

－
 
3
0
1

94
4
1
4

4
.
4
0

―
－

1
3

 
F
C
V
S
-
R
-
1
3

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

15
4
1
4

2
7
.
6
0

―
－

1
4

 
F
C
V
S
-
R
-
1
4

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

16
4
1
4

2
5
.
8
7

―
－

1
5

 
F
C
V
S
-
R
-
1
5

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

22
4
1
4

1
8
.
8
1

―
－

代
表

モ
デ

ル
の

選
定

結
果

及
び

全
モ

デ
ル

の
評

価
結

果

N
o

鳥
瞰

図
番

号

許
容

応
力

状
態

Ⅴ
Ａ
Ｓ

一
次

応
力

評
価

一
次

＋
二

次
応

力
評

価

S2
 補

 Ⅵ
-2
-別

添
   

 �
7
-
2
-
1
6
 R

0

21



代
表

モ
デ

ル
は

各
モ

デ
ル

の
最

大
応

力
点

の
応

力
と

裕
度

を
算

出
し

，
応

力
分

類
ご

と
に

裕
度

最
小

の
モ

デ
ル

を
選

定
し

て
鳥

瞰

図
，

計
算

条
件

及
び

評
価

結
果

を
記

載
し

て
い

る
。

下
表

に
，

代
表

モ
デ

ル
の

選
定

結
果

及
び

全
モ
デ

ル
の

評
価

結
果

を
示

す
。

重
大

事
故

等
ク

ラ
ス

２
管

評
価

点
計

算
応

力
(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

裕
度

代 表
評

価
点

計
算

応
力

(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

裕
度

疲
労

累
積

係
数

代 表

1
6

 
F
C
V
S
-
R
-
1
6

 
1
2
A

2
1

3
6
3

1
7
.
2
8

－
 
1
2
A

30
4
1
4

1
3
.
8
0

―
－

1
7

 
F
C
V
S
-
R
-
1
7

 
3
0
1

5
4

3
6
3

6
.
7
2

－
 
3
0
1

94
4
1
4

4
.
4
0

―
－

1
8

 
F
C
V
S
-
R
-
1
8

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

15
4
1
4

2
7
.
6
0

―
－

1
9

 
F
C
V
S
-
R
-
1
9

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

16
4
1
4

2
5
.
8
7

―
－

2
0

 
F
C
V
S
-
R
-
2
0

 
7
0
2

1
8

3
6
6

2
0
.
3
3

－
 
1
2
A

22
4
1
4

1
8
.
8
1

―
－

2
1

 
F
C
V
S
-
R
-
2
1

 
1
2
A

2
1

3
6
3

1
7
.
2
8

－
 
1
2
A

30
4
1
4

1
3
.
8
0

―
－

2
2

 
F
C
V
S
-
R
-
2
2

 
3
0
1

5
4

3
6
3

6
.
7
2

－
 
3
0
1

94
4
1
4

4
.
4
0

―
－

2
3

 
F
C
V
S
-
R
-
1
S
P

 
 
4
5

7
7

3
6
6

4
.
7
5

－
 
 
4
5

1
46

4
6
2

3
.
1
6

―
－

2
4

 
F
C
V
S
-
R
-
2
S
P

 
5
4
W

1
2
8

3
6
6

2
.
8
5

－
 
5
4
W

2
72

4
6
2

1
.
6
9

―
－

2
5

 
F
C
V
S
-
R
-
3
S
P

 
 
1
A

1
2
4

3
6
6

2
.
9
5

－
 
 
1
A

2
4
1

4
6
2

1
.
9
1

―
－

2
6

 
F
C
V
S
-
R
-
4
S
P

 
4
3
W

1
3
6

3
6
6

2
.
6
9

－
 
4
3
W

2
63

4
6
2

1
.
7
5

―
－

2
7

 
F
C
V
S
-
R
-
5
S
P

 
2
7
W

1
1
3

3
6
6

3
.
2
3

－
 
6
4
W

2
4
4

4
6
2

1
.
8
9

―
－

2
8

 
F
C
V
S
-
R
-
1
1
S
P

 
 
4
8

7
8

3
6
6

4
.
6
9

－
 
 
4
8

1
44

4
6
2

3
.
2
0

―
－

2
9

 
F
C
V
S
-
R
-
1
2
S
P

1
9
1
W

1
3
2

3
6
6

2
.
7
7

－
2
3
4
A

2
5
1

4
6
2

1
.
8
4

―
－

3
0

 
S
G
T
-
R
-
1

1
1
5
5

7
6

3
6
3

4
.
7
7

－
1
1
5
5

1
04

4
1
4

3
.
9
8

―
－

代
表

モ
デ

ル
の

選
定

結
果

及
び

全
モ

デ
ル

の
評

価
結

果

N
o

鳥
瞰

図
番

号

許
容

応
力

状
態

Ⅴ
Ａ
Ｓ

一
次

応
力

評
価

一
次

＋
二

次
応

力
評

価

S2
 補

 Ⅵ
-2
-別

添
   

 �
7
-
2
-
1
6
 R

0

22



代
表

モ
デ

ル
は

各
モ

デ
ル

の
最

大
応

力
点

の
応

力
と

裕
度

を
算

出
し

，
応

力
分

類
ご

と
に

裕
度

最
小

の
モ

デ
ル

を
選

定
し

て
鳥

瞰

図
，

計
算

条
件

及
び

評
価

結
果

を
記

載
し

て
い

る
。

下
表

に
，

代
表

モ
デ

ル
の

選
定

結
果

及
び

全
モ
デ

ル
の

評
価

結
果

を
示

す
。

重
大

事
故

等
ク

ラ
ス

２
管

評
価

点
計

算
応

力
(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

裕
度

代 表
評

価
点

計
算

応
力

(
M
P
a
)

許
容

応
力

(
M
P
a
)

裕
度

疲
労

累
積

係
数

代 表

3
1

 
S
G
T
-
R
-
6

 
4
2
4

1
1
6

3
6
3

3
.
1
2

－
 
4
2
4

1
70

4
1
4

2
.
4
3

―
－

3
2

 
F
C
V
S
-
F
-
1

 
 
6
6

8
6

3
6
6

4
.
2
5

－
 
 
4
0

1
38

4
1
4

3
.
0
0

―
－

3
3

 
F
C
V
S
-
F
-
2

 
 
3
9

9
5

3
6
1

3
.
8
0

－
 
 
3
9

1
50

2
8
8

1
.
9
2

―
－

3
4

 
F
C
V
S
-
F
-
3

 
 
4
1

5
9

3
6
1

6
.
1
1

－
 
 
4
1

95
2
8
8

3
.
0
3

―
－

3
5

 
F
C
V
S
-
F
-
4

 
 
6
6

8
1

3
6
1

4
.
4
5

－
 
 
6
6

1
20

2
8
8

2
.
4
0

―
－

3
6

 
F
C
V
S
-
F
-
5

 
 
3
4

7
7

3
6
1

4
.
6
8

－
 
 
3
4

1
34

2
8
8

2
.
1
4

―
－

3
7

 
F
C
V
S
-
F
-
6

2
7
0
N

1
1
4

3
6
1

3
.
1
6

－
2
7
0
N

2
19

2
8
8

1
.
3
1

―
○

3
8

 
F
C
V
S
-
F
-
5
S
P

 
1
0
2

6
0

3
6
3

6
.
0
5

－
 
1
0
2

1
85

4
1
4

2
.
2
3

―
－

3
9

 
F
C
V
S
-
F
-
6
S
P

 
1
0
2

1
1
0

3
6
3

3
.
3
0

－
 
1
0
2

2
85

4
1
4

1
.
4
5

―
－

4
0

 
F
C
V
S
-
F
-
7
S
P

 
 
1
4

3
2

4
3
1

1
3
.
4
6

－
 
1
0
2

1
90

4
1
4

2
.
1
7

―
－

4
1

 
F
C
V
S
-
F
-
8
S
P

 
2
7
W

2
4

4
3
1

1
7
.
9
5

－
 
1
0
2

2
69

4
1
4

1
.
5
3

―
－

4
2

 
F
C
V
S
-
F
-
9
S
P

 
1
0
2

1
2
5

3
6
3

2
.
9
0

－
 
1
0
2

2
22

4
1
4

1
.
8
6

―
－

代
表

モ
デ

ル
の

選
定

結
果

及
び

全
モ

デ
ル

の
評

価
結

果

N
o

鳥
瞰

図
番

号

許
容

応
力

状
態

Ⅴ
Ａ
Ｓ

一
次

応
力

評
価

一
次

＋
二

次
応

力
評

価

S2
 補

 Ⅵ
-2
-別

添
7
-
2
-
1
6
 
R0

E
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